
令和５年度企画展 

「ミュージアムヒストリー -丹後郷土資料館のあゆみ-」 

記者レクチャーのお知らせ 

  

令和 5 年４月 27 日 

丹 後 郷 土 資 料 館 

（電話 0772-27-0230） 

 

 半世紀あまり、地域とともに歩んできた当館の歴史を振り返り、その時々に話

題となった資料を通して、ミュージアムの未来を展望します。 

今回、本展示にかかる記者レクチャーの日時を、下記のとおり、御案内させて

いただきます。 

記 

１ 日  時 令和 5年 5月 20日（土）11時～(30分程度) 

２ 場  所 丹後郷土資料館 企画展示室（正面からお入りください） 

３ 展示期間 ５月 20日（土）から６月 25日（日）まで 

４ 展示担当 考古分野 資料課長 松尾史子 

       民俗分野 副 主 査  青江智洋 

       歴史分野 技   師 稲穂将士 

５ そ の 他 展示期間中、リニューアルに向けて、ミュージアムの未来につい

てのメッセージボードを設置 

 

担当 西田総務課長・吉岡主事 

電話 0772-27-0230 

mail tango-s-soumu@pref.kyoto.lg.jp 
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開 催 要 項 

 

１ 名  称 企画展「ミュージアムヒストリー －丹後郷土資料館のあゆみ－」 

２ 会  期 令和５年５月 20日（土） から同年６月 25日（日）まで 

開館日数：32日間（会期 37日のうち） 

      休 館 日：毎週月曜日 

開館時間：午前９時から午後４時 30分まで 

３ 会  場 京都府立丹後郷土資料館（京都府宮津市字国分小字天王山 611-1） 

       TEL：0772-27-0230  FAX：0772-27-0020 URL：http://www.kyoto-be.ne.jp/tango-m/ 

４ 主  催 京都府立丹後郷土資料館 
 

５ 開催趣旨 

丹後郷土資料館は、京都府北部地域の歴史・考古・民俗分野等に関連する資料の保存及び活用

を図り、府民の文化的向上に資することを目的として、昭和 45 年（1970）に開館しました。以

来、当館は多くの人に育まれながらさまざまな活動に取り組み、半世紀あまりの時を刻んできま

した。 

先人の叡智である文化遺産を未来へ伝えていくことが使命であるミュージアムは、“サスティ

ナブル（持続可能）”であることが重要です。 

本展では、地域とともに歩んできた当館の歴史を振り返り、その時々に話題となった資料を通

して、これからの“持続可能なミュージアム”の未来を展望します。 
 

６ 展示内容・主な展示資料 

（1）丹後郷土資料館の成り立ち 

   丹後郷土資料館開館を伝える新聞記事、丹後郷土資料開館 10周年記念式〔写真〕 

（2）展覧会で振り返る館のあゆみ 

 金銅装双龍環頭太刀、方格規矩四神鏡、国分寺追儺面、丹後半島の漁撈用具  

（3）これからのミュージアムを考える 

    館事業・普及活動等写真パネル、展覧会図録、調査報告書 

 

７ 展示資料数   合計 50点 
 

８ 関連事業（文化財講座） 

演 題  「丹後郷土資料館と丹後王国論」 

   日 時  ５月 27日（土） 午後１時 30 分から３時まで 

   場 所  当館 第一研修室 

講 師   杉原和雄 氏（元京都府立丹後郷土資料館技師・元大阪国際大学教授・（公財）向

日市埋蔵文化財センター理事長） 
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９ 協力機関・個人（敬称略・五十音順） 

   京丹後市教育委員会、国分寺、智恩寺、成相寺、宮津市教育委員会、与謝野町教育委員会 

杉原和雄 

 

10 入 館 料 

一般 200円 小中学生 50円、団体割引（20名以上）：一般 150円 小中学生 40円 

ただし、以下の方は無料。 

・友の会会員、満 65 歳以上の方、障害者手帳等をお持ちの方とその介護者 

・「きょうと子育て応援パスポート」利用により児童を同伴された親または祖父母の方１名分 

・小中学校等の学校教育活動の場合は申請により無料 






